
市税
48億9,174万円
（19.1%）

自

主

財

源

地方交付税
82億8,381万円
（32.5%）

依

存

財

源国県支出金
54億9,470万円
（21.5%）

市債
22億6,041万円
（8.9%）

その他
16億5,543万円
（6.5%）

民生費
75億7,866万円
（31.1%）

総務費
29億6,560万円
（12.2%）

公債費
26億7,913万円
（11.0%）

教育費
24億6,256万円
（10.1%）

衛生費
22億3,630万円
（9.2%）

土木費
20億4,519万円
（8.4%）

その他
43億8,135万円
（18.0%）

令和3年度　決算報告令和3年度　決算報告
◦�コンパクトで若者が住みたくなる街並みづくりとして進める常陸大宮駅周辺整備事業では、関連する市道整備や駅前
広場の実施設計などを行いました。
◦�地域コミュニティ活動の拠点として重要な位置付けとなる支所庁舎については、美和支所の増築、緒川支所の移転、
御前山支所の改修などを実施しました。
◦�新型コロナウイルス感染症対策では、ワクチン接種の推進に取り組んだほか、地域経済活性化や生活支援を目的として、
住民税非課税世帯や子育て世帯などへの給付金支給や子育て世帯等臨時特別支援事業、さらには地方創生臨時交付金
を活用したプレミアム付商品券発行事業、宿泊施設事業者や貸切バス事業者に対する支援なども行いました。
◦�福祉の充実、少子化対策としては、特定不妊治療費助成の拡充や子育て世代包括支援センター「ぬくもり」の運営、医
療費の助成などに取り組みました。
◦�産業の分野では、有機農業推進として付加価値を付けた農産物生産に対して補助を行ったほか、観光資源の発掘・ブラッ
シュアップの取り組みや御前山ダムの周辺整備とダム湖面の活用に向けた調査などを行い交流人口の拡大を図りました。
◦�防災関連では、東日本台風災害を教訓としてWeb版防災ハザードマップを構築したほか、災害時における迅速な情報
収集・分析を行うための指揮隊車の整備や防災行政無線デジタル化事業などに取り組みました。
◦�教育の分野では、タブレット型パソコンに学習支援ソフトを導入することにより、児童生徒一人ひとりに合ったより
効果的な学習指導を行いました。

　令和3年度の一般会計の決算は、歳入総額が255億411万円、歳出総額が243億4,879万円であり、歳入歳出差引額は�
11億5,532万円となりました。翌年度に繰り越すべき財源3億6,375万円を差し引いた実質収支は7億9,157万円となりました。

特別会計・公営企業会計決算

一般会計決算

特別会計名 歳入（A） 歳出（B） 差引（A−B）

国民健康保険
事 業 勘 定 45億4,367万円 44億6,008万円 8,359万円
診療施設勘定 1億9,354万円 1億7,786万円 1,568万円

公 営 墓 地 5,150万円 2,429万円 2,721万円
介 護 保 険 51億1,652万円 49億8,457万円 1億3,195万円
戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 4,666万円 4,350万円 316万円
温 泉 事 業 1億7,163万円 1億7,047万円 116万円
後 期 高 齢 者 医 療 5億8,136万円 5億7,979万円 157万円

計 107億488万円 104億4,056万円 2億6,432万円

実質赤字比率…黒字決算のため該当なし

　普通会計（※1）の赤字を標準財政規模（※2）と比較
したものです。

連結実質赤字比率…黒字決算のため該当なし

　すべての会計の赤字や黒字を合算して、市全体の赤
字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。

実質公債費比率…8.7%

　市の借入金の元金及び利息の支払いにかかる経費の
合計額が標準財政規模に対してどのくらいの比率になっ
ているかを見るもので、資金繰りの危険度を示すもの
です。

早期健全化基準　25.0％

資金不足比率…資金不足が生じないため該当なし

　公営企業の資金不足を料金収入の規模と比較して指
標化し、経営状況の深刻度を示すものです。

経営健全化基準　20.0％

将来負担比率…21.1%

　市の借金や将来支払わなければならない負担金など
の債務残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可
能性が高いかどうかを示すものです。

早期健全化基準　350.0％

公営企業会計名 収入（A） 支出（B） 差引（A−B）

上水道事業
収益的収支 13億5,515万円 12億401万円 1億5,114万円
資本的収支 3億3,146万円 7億4,900万円 ▲4億1,754万円

下水道事業
収益的収支 14億2,616万円 10億5,962万円 3億6,654万円
資本的収支 8億91万円 12億5,017万円 ▲4億4,926万円

※上水道事業会計及び下水道事業会計の資本的収入が支出に不足する分は損益勘定留保資金などで補てんしました。

令和3年度決算に基づく財政健全化指標などの状況

■問い合わせ■　　財政課財政グループ　電話：52-1111（内線375）

※1��普通会計とは、一般会計と公営墓地、温泉事業の2つの特別会
計を合わせたものです。

※2��標準財政規模とは、地方公共団体が標準的に収入されると見
込まれる市税などの一般財源の規模を示すものです。

令和3年度の一般会計、特別会計、公営企業会計の決算が市議会9月定例会で認定されましたのでお知らせします。

市民税・固定資産
税などの市民の皆
さんから納めてい
ただいた税金

こども、高齢者、
障害者などの福祉
全 般、医 療 に か
かった費用

歳入歳出差引額
11億5,532万円

歳入総額
255億411万円

歳出総額
243億4,879万円

戸籍管理、税金の
徴収、選挙など市
役所の全般的な事
務にかかった費用

小・中学校、公民館、�
図書館など教育全
般にかかった費用

予防接種や健康診
査、ごみ処理など
にかかった費用

道路、公園、市営
住宅などの整備・
管理にかかった費
用

農業、商業、観光、
消防などにかかっ
た費用

市が借りたお金の
返済金

国から人口や税収
などに応じて市に
配分されるもの

国や県から特定の
事業のために交付
される補助金など

道路や施設などを
整備するための借
入金

各種交付金など

繰入金
4億8,153万円
（1.9%）

繰越金
12億6,663万円
（5.0%）

諸収入など
11億6,986万円
（4.6%）

■令和3年度の主な取り組み
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